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Abstract Nine specimens of Sardinella aurita Valenciennes, 1847 were collected from the coast 

of southwestern part of Shikoku Region, southern Japan. Although the species frequently reported 

from southern Japan, only a single specimen collected from Katsura-hama in Kochi Prefecture 

has been recorded from Shikoku Region. These nine specimens described herein represent the 

second records of the species from Shikoku Region. 
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はじめに 

 

カタボシイワシ Sardinella aurita Valenciennes, 1847 はニシン目ニシン科魚類の 1 種であり、

インド・西太平洋と大西洋の暖海に広く分布する（Stern et al. 2017）。本種は漁獲量の大幅な

増減をみせる魚として知られ、中国・福建省南部から台湾にかけての海域においては 1978 年

には年間 5.1 万トン以上が漁獲されていたものの、その後大きく減少し、1988 年の漁獲量は 1

万トン未満となっている（Zhang 2001）。一方、台湾の北方、長江河口から舟山島の沖合にか

けての海域においては 1985 年頃から稀種とされていた本種が散発的に漁獲されるようになり、

1996 年頃には韓国・済州島近海で大量に漁獲されるようになったことが知られている（山田・

高柳 1997；山田ほか 2007）。日本沿岸においても同様に、カタボシイワシは従来、報告例の

極めて少ない種であったが、21 世紀以降、南日本各地から報告されるようになり、近年では急
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速に分布域を拡大しているとみられている（畑・本村 2017b）。九州南部においては本種の漁

獲量が急増しており（公益財団法人鹿児島市水族館公社 2018；畑 2018a）、食用資源として

の開発も進められている（みなと新聞 2015、2016）。しかし、カタボシイワシの四国沿岸におけ

る記録は少なく、これまで高知県高知市桂浜沖から記録があるのみであった（畑・本村 

2017b）。2019 年、四国南西部に位置する愛媛県愛南町深浦沖から高知県南西部にかけて

の海域において、計 9 個体のカタボシイワシが採集された。これらの標本はカタボシイワシの

四国における 2 例目の記録となると同時に、深浦産の標本は愛媛県における初めての記録と

なるため、ここに報告する。 

 

方法と材料 

 

計数・計測方法は Hata and Motomura (2017a) にしたがった。標準体長は体長と表記し、

体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mm までおこなった。カタボシイワシの生鮮時の体色の記

載は、固定前に撮影された高知県産標本（KBF-I 774）と愛媛県産標本（NSMT-P 136271, 

136272）のカラー写真に基づく。標本の作製、登録、撮影、および固定方法は本村（2009）に

準拠した。本報告に用いた標本は、黒潮生物研究所と国立科学博物館に保管されており、上

記の生鮮時の写真はこれらの機関のデータベースに登録されている。本研究において用いた

研究機関略号は以下の通り：BSKU－高知大学理学部海洋生物学研究室；KBF－黒潮生物

研究所；NSMT－国立科学博物館。 

 

結果 

 

Sardinella aurita Valenciennes, 1847 

カタボシイワシ（Fig. 1; Table 1） 

 

調査標本 9 個体（体長 45.2–142.6 mm）：KBF-I 774、体長 142.6 mm、高知県大月町または

宿毛市沖（宿毛湾漁業協同組合中央市場にて拾得）、2019 年 9 月 11 日、定置網、小枝圭

太；KBF-I 888、体長 81.0 mm、愛媛県愛南町深浦沖（深浦漁港に水揚げ）、2019 年 9 月 30

日、旋網、畑 晴陵・小枝圭太；NSMT-P 136271、体長 76.8 mm、NSMT-P 136272、体長 67.2 

mm、NSMT-P 136273、体長 61.6 mm、NSMT-P 136274、体長 55.0 mm、NSMT-P 136275、体

長 49.4 mm、NSMT-P 136277、体長 45.2 mm、NSMT-P 136278、体長 51.3 mm、愛媛県愛南

町深浦沖（深浦漁港に水揚げ）、2019 年 9 月 30 日、旋網、畑 晴陵・小枝圭太。 
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記載 計数形質と体各部の体長に対する割合（%）を Table 1 に示した。体は前後方向に長い楕

円形を呈し、やや側扁した円筒形。体背縁は吻端から背鰭起部にかけて緩やかに上昇し、そこ

から尾鰭基底上端にかけてゆるやかに下降する。体腹縁は吻端から尾鰭基底下端にかけて、

腹鰭起部を頂点とした下に凸の極めて緩やかな放物線を描く。吻は丸みを帯び、下顎先端は

上顎先端よりもわずかに突出する。口は端位で小さく、上顎後端は瞳孔先端直下に達するが、

眼の中心直下には達しない。第 1 上主上顎骨は前後方向に細長い。第 2 上主上顎骨は前部

が前後方向に細長く、後部は背腹方向に幅広く、上下対称の形状を呈する。上顎骨の下縁に1

Figure 1. Fresh specimens of Sardinella aurita from southwestern coast of Shikoku, southern Japan. 
A: KBF-I 774, 142.6 mm standard length (SL), B: NSMT-P 136271, 76.8 mm SL, C: NSMT-P 
136272, 67.2 mm SL. 
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列の微小な円錐歯が並ぶ。前上顎骨は無歯。下上顎骨を欠く。口蓋骨には円錐歯が密生する。

舌上には小円錐歯が密生する。下顎骨の背縁は後部で隆起する。眼窩は前後方向に長い卵

型。眼と瞳孔はともに正円形を呈し、脂瞼に被われる。眼隔域は平坦であるが、中央に前後方

向に長い 1 本の骨質隆起線がある。鼻孔は 2 対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し、眼の前縁

前方に位置する。前鼻孔は正円形を呈し、後鼻孔は背腹方向に長い裂孔状。前鰓蓋骨と鰓蓋

の後縁はともに円滑。鰓蓋上に骨質条線はない。鰓孔後縁に前方を向いた小突起が上下に 2

個ならび、鰓孔下縁には上方を向いたひだ状の突起が 1 個ある。鰓耙は細長く、棒状。擬鰓上

にはフィラメント上の鰓弁が密生する。胸鰭基底先端は鰓蓋後端よりもわずかに前方に位置す

る。胸鰭後端は尖り、背鰭起部直下に達しない。胸鰭の上縁、下縁、および後縁はいずれもほ

ぼ直線状を呈する。背鰭起部は腹鰭起部よりも前方に位置し、背鰭外縁は起部から第 5 軟条

後端にかけて上昇し、そこから最後軟条後端にかけて下降する。背鰭最後軟条はフィラメント状

に伸長しない。腹鰭起部は背鰭第 9 または第 10 軟条起部直下に位置する。腹鰭外縁は起部

から第 1 または第 2 軟条後端まで下降し、そこから最後軟条後端にかけて緩やかに上昇する。

畳んだ腹鰭の後端は背鰭基底後端よりも後方に達するが、肛門には達しない。臀鰭起部は肛

門の直後に位置する。臀鰭腹縁は起部から第 4 軟条下端にかけて下降し、そこから最後軟条

下端にかけて緩やかに上昇するが、臀鰭最後の 2 軟条はわずかに伸長する。尾鰭は二叉型で、

深く湾入する。尾鰭両葉の後端は尖る。尾鰭の上縁、下縁、および後縁はいずれも直線状。体

腹縁は 1 列の硬い稜鱗に被われる。稜鱗の隆起は小さく、体腹縁はなめらか。体側面は薄く、

剥がれやすい円鱗に被われる。体側鱗は背腹方向にはしる細い溝を上下に約 3 対有し、それ

らは体側鱗中央部に達しない。体側鱗後部に１本の細い溝を有し、背腹方向に体側鱗を横断

する。体側鱗には前後方向の溝と小孔はない。各鰭は無鱗。 

生鮮時の色彩 体は一様に銀白色を呈し、体背面から体側上部にかけては暗青色。暗青

色部と銀白色部は瞳孔よりも細い黒色縦帯によって隔てられる｡鰓蓋上後方に瞳孔よりも小さ

い黄色斑がある。背鰭は一様に黄緑色。尾鰭は黄緑色を呈し、後縁は幅広く黒色に縁どられ 

る。胸鰭、腹鰭、および臀鰭は一様に白色半透明。胸鰭上部には僅かに黒色素胞が散在す

る。頭部側面は一様に銀白色を呈し、前鰓蓋骨は桃色がかる。瞳孔は黒色。虹彩は銀白色。 

 

分布 カタボシイワシ Sardinella aurita はアフリカ東岸から南日本、インドネシア、オーストラリ

ア西岸にかけてのインド・西太平洋、メキシコ湾からウルグアイ北部にかけての大西洋西部と、

地中海からアフリカ西岸にかけての大西洋東部に広く分布する（Whitehead 1985; Munroe et al. 

1999; Stern et al. 2017; Hata 2018b, 2019）。日本国内においては京都府宮津市小田（田城ほ

か 2017）、山口県下関市の日本海側（河野ほか 2011；園山ほか 2020）、長門市青海島 

（園山ほか 2020）、上関町（古市 2010）、長崎県佐世保市黒島（門脇ほか 2015）、神奈川県 
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Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of 
specimens of Sardinella aurita from southwestern Shikoku, southern Japan. 

  Southwestern coast of 
Shikoku, southern Japan   

  n = 9 
  Standard length (SL)  45.2–142.6 
Counts   

  Dorsal-fin rays (unbranched)  4–5 
  Dorsal-fin rays (branched)  13–15 
  Anal-fin rays (unbranched)  3 
  Anal-fin rays (branched)  14–16 
  Pectoral-fin rays (unbranched)  1 
  Pectoral-fin rays (branched)  14–15 
  Pelvic-fin rays (unbranched)  1 
  Pelvic-fin rays (branched)  8 
  Gill rakers on 1st gill arch (upper)  32–99 
  Gill rakers on 1st gill arch (lower)  54–132 
  Gill rakers on 1st gill arch (total)  79–231 
  Prepelvic scutes  18 
  Postpelvic scutes  14–15 
  Total scutes  32–33 
  Scale rows in longitudinal series  41–42 
  Pseudobranchial filaments  18–24 
Measurements (%SL)   

  Head Length  25.0–28.9 (27.8) 
  Body depth  19.8–24.6 (22.0) 
  Pre-dorsal-fin length  43.5–46.0 (44.5) 
  Snout tip to pectoral-fin insertion  25.5–28.6 (27.2) 
  Snout tip to pelvic-fin insertion  51.5–54.7 (52.8) 
  Pre-anal-fin length  75.2–79.7 (77.4) 
  Dorsal-fin base length  13.2–14.9 (13.9) 
  Anal-fin base length  14.2–16.7 (15.3) 
  Caudal-peduncle length  7.8–10.4 (8.8) 
  Caudal-peduncle depth  7.3–10.4 (9.4) 
  D–P1  25.5–29.3 (27.0) 
  D–P2  20.0–24.4 (21.9) 
  D–A  36.8–39.2 (37.7) 
  P1–P2  25.6–29.0 (27.8) 
  P2–A  24.1–27.2 (25.6) 
  Pectoral-fin length  15.5–18.5 (17.3) 
  Pelvic-fin length  8.9–10.7 (10.0) 
  Postorbital length  11.2–13.2 (12.3) 
  Upper-jaw length  9.9–11.6 (11.0) 
  Mandible length  11.8–14.0 (13.3) 

 
D: dorsal-fin origin; P1: pectoral-fin insertion; P2: pelvic-fin insertion; A: anal-fin origin. 
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相模湾（山田・工藤 2011；舩木・斎藤 2018）、静岡県牧之原市（今井 2011）、遠州灘（飯田 

2010）、三重県（三重県水産研究所 2012; Hata 2018b）、和歌山県日高郡みなべ町（池田・中

坊 2015）、大阪湾（大阪市立自然史博物館 2017）、高知県高知市桂浜沖（畑・本村 2017b）、

高知県南西部、愛媛県南宇和郡愛南町（本研究）、大分県南部沖豊後水道（安部 2016、

2017）、宮崎県門川湾（小林 2019）、九州南岸（大森 2007；財団法人鹿児島市水族館公社 

2008；畑・本村 2011; Hata et al. 2015；畑ほか 2017；畑 2017, 2018a；公益財団法人鹿児島市

水族館公社 2018）、および大隅諸島種子島（鏑木 2016）から記録されている（Fig. 2）。 

 

備考 高知県南西部と愛媛県愛南町産の標本は、背鰭前方鱗が体の正中線上に配列しない

こと、第 2 上主上顎骨が上下対称であること、下上顎骨を欠くこと、臀鰭最後の 2 軟条が伸長

すること、背鰭最後軟条がフィラメント状に伸長しないこと、鰓孔後縁に上下に並ぶ 2 個の突

起を有すること、および鰓蓋上に骨質条線がないことなどが Whitehead (1985) や Munroe et 

al. (1999) によって定義された Sardinella 属の標徴とよく一致した。Whitehead (1985) はサッ

パ属を、腹鰭が 9 軟条、体腹縁の稜鱗が鋭くなく滑らか、体が円筒形を呈するなどの特徴を有

する Sardinella 亜属と、腹鰭が 8 軟条、体腹縁の稜鱗が鋭く隆起し、体が強く側扁する

Clupeonia 亜属に区分した。本研究において記載をおこなった標本は、いずれも Sardinella 亜

属 の 形 質 を そ な え て い た 。 Whitehead (1985) は Sardinella 亜 属 に Sardinella aurita 

Valenciennes, 1847、Sardinella brasiliensis (Steindachner, 1879)、Sardinella lemuru Bleeker, 

1853、Sardinella longiceps Valenciennes, 1847、および Sardinella neglecta Wongratana, 1983

の 5 種を認め、頭長の体長に占める割合や鰓耙数によって識別されるとした。本研究におい

Figure 2. Distributional records of Sardinella aurita in Japanese waters. Stars and circles represent 
localities of the specimens examined in this study and previously reported records, respectively. 
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て記載をおこなった標本は、第 1 鰓弓下枝鰓耙数が 55–132 であること、頭長が体長の 29 %

以下であることから、Whitehead (1985) と Munroe et al. (1999) に基づくと S. lemuru に同定さ

れる。しかし、Whitehead (1985) によって認められた Sardinella 亜属の 5 種は、Stern et al. 

(2017) により、遺伝的に互いに極めて近縁であり、単一の種 S. aurita であることが確認されて

いることから、本研究では Stern et al. (2017)の見解にしたがい、記載標本を S. aurita に同定し

た。 

カタボシイワシの日本国内における分布状況は「分布」の項に記したとおりである。畑・本

村（2017b）や安部（2017）、畑（2018a）、舩木・斎藤（2018）などにおいて指摘されているように、

近年カタボシイワシは南日本において急速に分布を拡大しており、神奈川県三浦半島と京都

府宮津以南の太平洋と日本海・東シナ海沿岸の南日本各地から報告されている。しかし、本

種の四国沿岸からの記録は少なく、畑・本村（2017b）が高知県桂浜沖から得られた 1 個体

（BSKU 112700、体長 215.7 mm）を報告した 1 例に限られる。したがって、本研究において記

載をおこなった標本は、カタボシイワシの四国における 2 例目の記録となるほか、深浦産の標

本は、本種の愛媛県における初めての記録となる。記載標本のうち、深浦産の 8 個体は同時

に単一の旋網によって得られており、群れで出現したと考えられる。カタボシイワシの四国南

西部における出現は散発的な稀な事象とも考えられるが、鹿児島県本土や豊後水道、相模

湾などにおいて、本種の個体数の増加が報告されており（財団法人鹿児島市水族館公社 

2008；安部 2017；舩木・斎藤 2018）、本種が四国南西部においても増加しつつあることが予

想される。 

「はじめに」で述べたとおり、カタボシイワシは 21 世紀以降、南九州を中心とした南日本近

海において急激に増加していることが指摘されている。1980 年代から 1990 年代前半にかけ

ては鹿児島県本土南方から種子島近海にかけての海域はカタボシイワシと同じニシン科魚類

であり､水産的に極めて重要な種であるマイワシ Sardinops melanostictus (Temminck and 

Schlegel, 1846) の大規模な産卵場として機能していたことが知られる（松岡 2008）。しかし

1990 年代以降､同海域におけるマイワシ産卵群が消滅したことにともない日本沿岸のマイワシ

資源は大幅に減少した（松岡 2008）。日本沿岸におけるマイワシの年間漁獲量は 1988 年に

は 460 万トン以上であったが（黒田 1991；佐藤 1997）､2004 年には 5 万トン程度までに減少

した（農林水産省統計情報部 2006）。このようにマイワシの著しい減少と同時期にカタボシイ

ワシの急激な増加､分布域の拡大が生じていることから､南日本沿岸生態系において、マイワ

シの代替魚種としてカタボシイワシが卓越している可能性も指摘されている（畑 2018a）。四国

沿岸域においても、マイワシ資源の動向との関連も含めたカタボシイワシの出現状況の観察

が必要であると思われる。 
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